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報告

「将来システム検討懇談会」の設置について

本年 4月27日開催の運営委員会において、別記 1及び 2により「将来、ンステム検討懇談会」の

設置が承認されました。

その後、同懇談会を 4回開催し、検討事項により別記3のとおり部会を開き、委員等を選出しま

した。

これから実質的な検討を行い、実現可能なものから順次実行に移し、本センターを一段と飛躍さ

せたいと考えております。

将来システム検討懇談会委員長 牧之内 ＝ 郎
（研究開発部長）

別記 1. 

将来シ ス テム検討懇談会

提 案 主 旨

大型計算機センターの将来構想については、 7大学のセンター長会議で種々検討されへ 「大型計

算機センター群の今後の在り方について」の報告書に詳述されているが、本センターとしても具体

的な将来構想を検討し、少しでも実行に移し、改善していく必要があると考えられます。

本センターの現状は、計算機の利用が急激に増加しており、 今後各種計卵機の普及に伴う計算機

需要層の増大を考えると、現在の本センターの計算機システムでは、質鼠ともに到底処理し得ない

状態となるのは明白であり、早急にその対応を検討すべき時が来ていると思われます。

しかしながら、当面の問題の解決のみにとらわれた時には、大型計罪機センターの将来構想に弊

害が生じる恐れが十分にあると考えられるので、 この際今後の科学の進展の推移及び計算機需要者

の動向等を考察し財政面の問題も含めて計算機システムを検討することにより、大阪大学の大型計

算機センターを一段と飛躍させたいと思っています。

以上の理由により、センター長の諮問機関として「将来システム検討懇談会」を設置するもので

あります。

なお、本懇談会は、

ます。

おおむね 2年程度の時限設骰とし、 1年以内に中間答申をしたいと思ってい
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別記 2.

将来システム検討懇談会要領

（懇談会の設置）

第1 大阪大学大型計算機センター（以下「センター」という。）に将来、ンステム検討懇談会（以

下「懇談会」という。）を置く。

（目的）

第 2 懇談会は、センター長の諮問に応じ、全国の大学、その他の研究機関の研究者の研究効果を

高めるため、センターの計算機システムの将来構想を検討するものとする。

（検討課題）

第 3 懇談会は、次の各号に掲げる事項について検討する。

(1) センターの近い将来に関する計算機システムに関すること。

(2) 計算機システムの更新に関すること。

(3) センターの将来企画に関連する計邸機システムに関すること。

（構成員）

第4 懇談会は、センター長及びセンター長が委嘱する次の各号に掲げる委員をもって組織する。

(1) 研究開発部長

(2) 運営委員会委員若干名

(3) その他センター長が必要と認めた者

（委員長）

第 5 懇談会に委員長を置き、研究開発部長をもって充てる。

2 委員長は、懇談会を召集し、その議長となる。

（オプザーバー）

第 6 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を懇談会に出席させることができる。

（その他）

第 7 この要領に定めるもののほか、懇談会に関し必要な事項については、懇談会の議を経て、セ

ンター長が定めるものとする。

附則

この要領は、昭和 59年 4月 27日から実施する。
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月!J記 3.

将来システム検討懇談会部会の検討事項及び委員一覧

A 部会

検討事項

1. センターの近い将来に関する計算機システムに関すること

o汎用機の在り方

0 スーパーコンピュータの導入

2. 計算機システムの更新に関すること

委員一覧

12 名 氏 名 所 属 戦 名

A 部会長 高木修二 大阪大学教授基礎工学部

A 部会副長 関谷 全 II II 工学部

金田悠紀夫 神戸大学助教授工学部

笛野高之 大阪大学教授基礎工学部

大坪久夫 If 助教授理学部

安井 裕 II 

” 工学部

宮原秀夫 ” 
II 基礎工学部

牧之内三郎
II 大型計罪機センター研究開発部長
If 教授工学部

A部会実務リーダー 藤井 誰 ” 
助教授大型計算機センター

磯本征雄 If 講師 ” 
大中幸三郎 II 助手 II 

中 島聖勝 II 大型計罪機センター業務掛長

備 考
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B 部会

検討事項

1. センターの近い将来に関する計算機システムに関すること

0 周辺機器の在り方

2. センターの将来企画に関連する計算機システムに関すること

• 図形及び画像処理サービス

0 学術情報データ・ベースの在り方

委員一覧

11 名 氏 名 所 属 職 名

B 部会長 牧之内三郎
大阪大学大型計算機センター研究開発部長
II 教授工学部

B 部会副長 有本 卓 II II 基礎工学部

弘原海 清 大阪市立大学教授理学部

布上康夫 甲南大学教授経営学部

大村皓一 大阪大学助教授工学部

豊田順 II 教授産業科学研究所

藤井 護 ” 助教授大型計算機センター

B部会実務リーダー 磯本征雄 ” 講師
II 

多喜正城 " 助手 ” 
川井宏弥 II II II 

青 井信一
II 大型計算機センター

システム管理掛長

備 芍二
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報

大阪大学大型計算機センター日誌

（運用関係）

59. 4. 11 データ・ベース小委員会

4. 17 センター会議

4. 18 教育広報委員会

4. 19 研究開発計画委員会

プログラム・ライブラリー小委員会

ネットワーク研究会（東大）

4. 20 負担金委員会（東大）

4. 24 阪大センター日電定例会議

4. 25 運用室会議

4. 27 常任委員会

運営委員会

5. 1 いちょう祭のためのセンター開放

5. 15 センター長会議

5. 23 将来システム検討懇談会

5. 28 センター会議

5. 28 阪大センター日電定例会議

5. 30 運用室会議

6. 13 将来システム検討懇談会

共通利用番号制委員会

6. 25 センター会議

6. 25 阪大センター日電定例会議

6. 27 連用室会議

6. 29 研究開発計画委員会

プログラム・ライプラリー小委

データ・ベース小委員会

7. 6 教育広報委員会

将来システム検討懇談会

7. 10 常置委員会（京大）
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共通利用番号制委員会（京大）

59. 7. 11 運用会議（京大）

7. 18 運営委員会

7. 19 センター会議

7. 23 阪大センター日電定例会議

7. 25 運用室会議

7. 25 将来システム検討懇談会

（システム関係）

（昭和 58年 6月～昭和59年 7月）

558. 6. 1 INQバージョンアップ (V9. 1 E O) 

SPSSのバージョンアップ（第9版）

SALS(最小二乗法標準プログラム）の倍精度版運用開始

FORTRAN77(V)の仕様変更（デバックのための測定機能）

7. 1 SALS(最小二乗法標準フ゜ログラム）のコンパイ）レオプション変更

言語Cの運用開始

8. 1 プロッタ (N6928C)の作図範囲変更

図形ライプラリファイルの名称変更

8. 29 オペレーティングシステムのバージョンアップ (R10. 1) 

10. 1 FORTRAN77(V)用図形ライブラリの運用開始

10. 1 N 6 96 OAカラーグラフィック端末の運用開始

LA支援システム用ジェネレータ設置

11. 14 図形ライプラリ GDSP-6/SPLOTのバージョンアップ (R2. 0) 

FORTRANのバージョンアップ

FORTRAN7 7のVモード リビジョン番号V005 

FORTRAN のRモード リビジョン番号R012 

MATHL IB-6のバージョンアップ

ASL(ADVANCED SCIENTIFIC LIBRARY)の運用開始

11. 15 豊中地区用の交換回線 (1200BPS)の増設 (7回線）

12. 19 PROLOG言語 ShapeUpの運用開始

59. 2. 13 PROLOG言語ShapeUpのバージョンアップ

3. 1 FORTRAN77(V)用図形統合化ライプラリの運用開始
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専用回線端末の設置基準変更

59. 3. 5 SALS (最小二乗法標準フ゜ログラム）のバージョンアップ (2.5版）

複合構造解析システム (ISAP-6)のバージョンアップ (R5. 2) 

クラスタ分析システム (CLUSTER-6)のバージョンアップ (R3. O) 

（新規登録パッケージ）

FORTRAN77Vモード用タイムシェアリングライプラリ バージョン R2.6 

クロス集計システム (CROSS-6)バージョン R2. 0 

多次元データ分析システム (MDAS-6)バージョン R1. 5 

パラメータ推定プログラム (PEP-6)バージョン R1. 0 

輸送型線形計画システム (LPTS-6)バージョン R1. 0 

4. 16 統計解析システム (STATPAC-6)のバージョンアップ (R4. 7) 

輸送型線形計画システム (LPTS-6)の運用開始 (Rl.O)

5.18 INQのバージョンアップ(Vll.lEO) 

6. 1 利用負担金の改定

6. 4 連続型シミュレーション言語(CSPL-6)のバージョンアップ (R3. 2) 

7. 2 数式処理言語Reduce(第 2版）の連用開始

SLISPの（第 2版）の運用開始

7. 9 オペレーティングシステムのバージョンアップ (Rll.l)
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